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 沖縄県内の戦没者の遺骨は、戦後、生活の復興と同時に、住
民の手によって収骨され、各地に納骨所、慰霊塔が建立されまし
た。その後、日本政府が委託建設した中央納骨所へ整理統合さ
れましたが、1979年（昭和54年）、これらの戦没者を永く追悼す
るため、摩文仁の丘に新たに
造られた国立沖縄戦没者墓
苑に遺骨が移されました。
 納骨堂には約18万余柱の
遺骨が納められ、参拝者が
絶えません。

霊域ゾーン 御霊の鎮魂と祈り

国立沖縄戦没者墓苑

 悲惨な沖縄戦の実相及び教訓
を後世に正しく継承するとともに、
平和創造のための学習、研究及び
教育の拠点施設として2000年（平
成12年）に新築・開館しました。

平和ゾーン 戦没者の追悼と平和祈念 平和式典ゾーン 慰霊祭風景

沖縄県平和祈念資料館

 参道沿いには32府県
の慰霊碑があり、毎年慰
霊団が訪れています。ま
た沖縄守備隊司令官牛
島中将の自決壕もあり
ます。（北海道や東京都
ほか14府県は他の地域
にあります）

霊域参道

のじぎくの塔 島守の塔

〒901-0333 沖縄県糸満市字摩文仁614-1番地
TEL.098-997-3844  FAX.098-997-3947

 各広場や遊具施設は、休日
にはグランドゴルフやピクニッ
クなど地元住民の安らぎの場
として利用されています。

園路広場ゾーン 公園利用状況

 世界の人種や国家、思想や宗教のすべて
を超越した“世界平和のメッカ”として1978
年（昭和53年）10月１日、この平和祈念堂は
開堂しました。堂内に安置されている高さ
12ｍの平和祈念像は沖縄の人々あるいは
全人類の平和のシンボルであります。

沖縄平和祈念堂

沖縄平和祈念堂管理事務所
〒901-0333 沖縄県糸満市字摩文仁448-2番地
TEL.098-997-3011  FAX.098-997-2678

 毎年6月23日の慰霊の日には国内や米国等の国外からも多く
の関係者が参加して沖縄全戦没者追悼式が開催されています。
正午の時報とともに黙祷を捧げ、世界の恒久平和を願います。

　鉄の暴風の波濤が、平和の波となっ
て、わだつみに折り返し行くコンセプト

平和の礎 デザインコンセプト

　刻銘碑は、平和の広場
を中心にして放射状に円
弧の形で広がりをもって
配置されています。
これらは屏風状に並び、5つ折タイプ69基、3つ折タイプ51
基の合わせて120基、刻銘板は、1,236面に及び、約25万名
の刻銘が可能です。

刻銘碑

　メイン園路は、その中心線が6月23日
の「慰霊の日」における日の出の方位に
合わせて設定されています。

メイン園路

 平和の広場中央には「平和の火」が灯されています。 この
「平和の火」は、沖縄戦最初の米軍の上陸地である座間味村阿
嘉島において採取した火と被爆地広島市の「平和の灯」及び長
崎市の「誓いの火」から分
けていただいた火を合火
し、1991年（平成3年）か
ら灯し続けた火を1995年
（平成7年）６月23日の「慰
霊の日」にここに移し、灯
したものです。

平和の広場

利便施設
来場者が快適に園内を移動できる

ように園内バスを運行しています。
運行時間10：00～15：45　約30分
間隔（バス停は地図内に記載。停留
所以外乗降可。）
料金／1回100円

一般駐車場
には無料で使
用できるEV
用普通充電
器を4台設置
しています。

 案内所にWi-Fi 
Free Spotを設置
して、無料でイン
ターネットにアク
セスできる環境を
提供しています。




